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令和２年１2月 12日 

 

「福岡コロナ警報」の発動と今後の対応について（案） 

 

１ 「福岡コロナ警報」の発動 

今後、新型コロナウイルス感染症と長く向き合っていかなければ

ならない中、県では、感染者の症状に合わせて適切な治療を行う医

療提供体制の維持・確保を中心に据え、社会経済活動と感染防止対

策を両立させていくこととしています。 

このため、感染の拡大局面を迎えた際に、医療機関に対して病床

の準備等、受入と治療体制の整備を要請するとともに、県民や事業

者がとるべき措置について検討を開始するための県独自の指標とし

て、「福岡コロナ警報」を設定し、モニタリングしてきました。 
 

１１月以降、全国的な新規感染者数の増加傾向が強まる中、県の

新規感染者数は、北海道や首都圏、関西圏等の感染拡大地域と比較

すると、低水準で推移してきましたが、ここ数日、新規感染者数が

急増しており、昨日は、８月１９日以来約３カ月ぶりに１００人を

超えました。 

「福岡コロナ警報」の各指標をみると、 

①「感染者数」は、１２月６日以降、基準の４０人を上回る状況が

続いており、かつ増加傾向にある 

②「感染経路不明者の割合」は、基準の５０％を下回っている 

③「病床稼働率」は、１２月８日に基準の２５％に達し、上昇傾向

にある 

④「重症病床稼働率」は、１３．３％で基準以下だが、上昇傾向に

ある 
 

約１か月前には一桁だった中等症者の数も３５人に増えており、

１２月に入り高齢者施設や障がい者施設でのクラスターも頻発して

います。ここ数日の新規感染者数が急激に増加しており、今後、こ

のペースで増加すると入院調整が困難となるなど、医療機関への負

担が懸念される状況となっています。以上のことから、早めの対応

が必要な状況と考え、専門家のご意見も踏まえたうえで、総合的に

判断し、本日、「福岡コロナ警報」を発動します。 
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これを受け、まず第１に、今後、医療提供体制がひっ迫する事態

が生じないよう、医療機関に対して、今確保している５５１床のう

ち、「準備病床」として確保している２３９床について、「即応病床」

に転換して患者を受け入れることができるよう整備を要請します。

目標の７６０床の病床の確保に向けて、引き続き、医療機関に働き

かけてまいります。 

現在１，０５７室を確保している宿泊療養施設においては、引き

続き、軽症者・無症状者の受入れを進めてまいります。 

 

 

２ 県民・事業者に対する協力要請 

医療提供体制がひっ迫する事態を避けるため、「福岡コロナ警報」

を発動し、医療機関における病床の準備等の体制整備を進めます。 

今後、感染者が増え続け、医療提供体制の維持・確保が困難とな

った場合には、他の地域のような外出自粛や営業時間短縮、休業要

請といった、厳しい対応をお願いせざるを得なくなります。 

社会経済への影響をできるだけ小さくしつつ、感染拡大防止を図

っていくため、県民及び事業者に対して、次のとおり、感染防止対

策の徹底をお願いします。 

 

（１）県民 

○ 混雑する時期や場所を避けること。外出にあたっては、自分

の健康状態、目的地の感染状況、利用する施設の感染防止対策

をよく確認して判断すること。 
 
○ 会食は、「感染防止宣言ステッカー」掲示店など、感染防止対

策を徹底しているお店を利用し、会話の際は、マスクを着用

し、大声を避けること。 
 
○ 高齢者など重症化しやすい人に感染を拡げないよう、高齢者

に接する機会が多い人は慎重に行動すること。 
 
○ 発熱など体調がすぐれないときは、早めに医療機関を受診す

ること。 
 
○ 検査の結果、陽性の判定で軽症又は無症状の場合、保健所か

らの宿泊療養施設への入所の依頼に従うこと。 
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（２）事業者 

○ 業種別ガイドラインに従った感染防止策の徹底とステッカー

を掲示すること。対策の実施に当たっては新型コロナウイルス

感染防止対策助成金を活用してください。（飲食店向け、接待を

伴う飲食店向け） 
 
○ 適切な換気と適度な保湿に努めること。 

（室温 18℃以上、湿度 40%以上を目安に） 
 
○ 休憩室や喫煙室、更衣室でのマスク着用、身体的距離の確保

などの基本的な感染防止対策を徹底すること。 
 
○ 高齢者・障がい者の福祉施設(入所系)にあっては、県等が実

施する職員を対象とした定期的なＰＣＲ検査を活用し、感染防

止対策に努めること。 
 

なお、県民及び事業者にお願いしてきた感染防止対策については、

引き続き、徹底をお願いします。（後記「新型コロナウイルス感染防止対策の

徹底」参照） 

 

 

 

 

  



 

4 

 

＜ 新型コロナウイルス感染防止対策の徹底 ＞ 
 
（１）県民 

• 一人一人が、「人にうつさない」、「人からうつされない」、「自分

が感染しているかもしれない」という意識を常に持つこと 

• マスク、手洗い、身体的距離、三密の回避など、基本的な感染

防止対策を徹底すること 

• とりわけ、若い世代の人は無症状の方が多いため、家族及び高

齢者など重症化しやすい人に感染を広げないよう慎重に行動す

ること 

• 接待を伴う飲食店や酒類の提供を行う飲食店等で、業種別ガイ

ドラインを遵守していない店の利用を自粛すること。遵守して

いるかどうかは、県の「感染防止宣言ステッカー」の掲示など

で確認すること 

• 大人数での会食や飲み会については、人数や会場の広さ、換気

などを総合的に勘案し、感染防止対策の徹底が図れないときは、

控えること 
 
＜外出、職場への出勤等＞ 

• 外出にあたっては、自身の健康状態はもとより、目的地の感染

状況、利用する施設の感染防止対策を確認し、その必要性を判

断すること 

• 外出する場合は、 

 発熱等の症状がある場合、外出を控えること 

 各人による感染防止対策を徹底するとともに、感染防止対策

が不十分な場所への外出を避けること 

 観光地においては、人と人との距離を確保すること 

• 在宅勤務（テレワーク）、時差出勤、自転車通勤の実施など、人

との接触を低減すること 
 
（２）事業者 

• 全ての施設管理者は、業種別ガイドライン等に基づき、徹底し

た感染防止対策を確実に講じること 

• 特に、接待を伴う飲食店や酒類の提供を行う飲食店等は、業種

別ガイドラインを遵守するとともに、県の「感染防止宣言ステ

ッカー」を掲示するなど、感染防止対策に取り組んでいる旨が

利用者に分かるようにすること 
 
（３）催物（イベント等） 

• 第１9回対策本部会議（11月１6日）で決定した取扱いを継続

する。 



感染リスクが高まる「５つの場面」
場面① 飲酒を伴う懇親会等
● 飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。
また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。

● 特に敷居などで区切られている狭い空間に、
長時間、大人数が滞在すると、感染リスクが
高まる。

● また、回し飲みや箸などの共用が
感染のリスクを高める。

場面② 大人数や長時間におよぶ飲食

● 長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の食事に比べて、
感染リスクが高まる。

● 大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まる。

場面③ マスクなしでの会話 場面④ 狭い空間での共同生活 場面⑤ 居場所の切り替わり

● マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染
やマイクロ飛沫感染での感染リスクが高まる。

● マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなど
での事例が確認されている。

● 車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

● 狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リスクが高まる。

● 寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる
事例が報告されている。

● 仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り
替わると、気の緩みや環境の変化により、感染
リスクが高まることがある。

● 休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が
確認されている。


